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は じ め に

トガリネズミ属 Sorexは無盲腸目 Soricomorpha

トガリネズミ科 Soricidae に属する小型哺乳類で

（Ohdachi et al．，2009），ユーラシアと南アメリカ

北部を含む北アメリカの温帯から寒帯に分布する

（阿部，2000）．

日本からは 6種が知られ（Ohdachi et al．，2009），

このうち，本州からはシントウトガリネズミ Sorex 

shintoとアズミトガリネズミ Sorex hosonoiの 2種

が報告されている（Ohdachi et al．，2009）．環境省

レッドリストによると，アズミトガリネズミは準絶

滅危惧種に指定されている（横畑，2014）．

静岡県南アルプスでは本属 2種の生息が既に確認

されているものの，捕獲数が少なく知見が乏しい（鳥

居，1989；三宅，2005）．その理由として，本地域

における本属の生息地が標高 1,500 ～ 2,500 m の亜

高山帯から高山帯に限られているため，現地へのア

クセスが悪く調査が困難であるということ，本属の

体重が軽量であるためにシャーマントラップなどの

踏み板式の罠が作動しにくく（阿部，1958），捕獲

効率が悪いということがあげられる．また，本属 2

種は外見が非常に似ているため（図 1），誤同定さ

れたまま記録されていたとの報告もある（前田・長

谷川，1990）．

このような状況の中，本地域では JR東海による

リニアモータカーの建設工事が進められており，本

属の生息地が大規模に環境改変される恐れがある．

そのため，本属２種の生息地の把握は急務であり，

適切な保全策が求められる．それには，当然のこと

ながら酷似した 2種を的確に見分けられることが必

要であるが，同定の際に数多くの標本を比較できな

い状況で本属 2種を見分けることは容易ではない．
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図 1 トガリネズミ属 2種
 上：シントウトガリネズミSorex shinto（No.22）
 下：アズミトガリネズミSorex hosonoi（No.29）
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そこで，本稿では静岡県南アルプスで捕獲された

本属 30 個体を用いて，本属 2種の識別に有効とさ

れる部位を明確に示し，その拡大写真を掲載した．

また，本地域における採集場所など基礎的な分布記

録も記す．

なお，本稿で報告する標本は，全てふじのくに地

球環境史ミュージアムに所蔵されている．

調査地と方法

2009 年から 2014 年におこなった静岡県レッド

データブック哺乳類調査より，得られたトガリネズ

ミ属 30 個体を対象として，計測と写真撮影をおこ

なった．調査に際しては，静岡県の鳥獣捕獲許可書

を取得しておこなった（許可番号 9第 26－2－11 号）．

採集地は静岡県南アルプスの三伏峠（標高 2,570 m，

北緯 35.5553，東経 138.1435），千枚岳（標高 2,400 m，

北緯 35.4890，東経 138.2075），伝付峠（標高 2,000 m，

北緯 35.5009，東経 138.2591），山伏岳（標高 1,800 m，

北緯 35.3049，東経 138.2812）の 4カ所である（図 2）．

採集はシャーマントラップ，かご罠，墜落缶，パ

ンチュートラップである．シャーマントラップ，か

ご罠，墜落缶の餌は主に生サナギを使い，パンチュー

トラップにはバターピーナッツを用いた．標本は

冷凍保存していたものから液浸保存のものまである

が，佐々木・岡（2010）の手法に従い全て頭骨標本

にした．また，毛皮は橋本（1959）に従い仮剥製に

した．各標本には便宜的にNo.1 ～ 30 までの番号を

わりあてた．

体部は電子ノギス（Mitutoyo Corporation 製 500

－302 ）を用いて頭胴長，尾長，後足長，頭骨最大

長を 0.1mm単位まで計測した（表 1）．体重は電子

天秤（AND製 HL－200i）で 0.1g 単位まで計測した．

同定に有効とされる第 3 単尖歯と第 4 単尖歯は頭

蓋骨の左側面から撮影した（図 3）．さらに脳頭蓋

骨の形状を記録するために頭蓋骨上面から撮影した

（図 4）．頤孔の観察は下顎第 1大臼歯外側面に対し

て直角にレンズを向けて撮影をした（図 5）． 

同定は今泉（1960）と阿部（2000）に基づいてお

こない，体部の計測は阿部ほか（2005）に，用語は阿

部（2000）に従った．今泉（1960）と阿部（2000）で

記されている同定基準とは，シントウトガリネズミ

は頭骨最大長が 16.8mmを超え脳頭蓋骨の形状が真円

に近く，上顎第 2第３単尖歯と第 4単尖歯の大きさ

が等しく，頤孔の位置が下顎第 1大臼歯の頬側前方

付近に位置するという特徴があり，それに対してア

ズミトガリネズミは頭骨最大長が 16.5mm以下で脳頭

蓋骨の形状が楕円に近く，上顎第 2第 3単尖歯と第

4単尖歯が顕著に小さく，頤孔の位置が下顎第 1大臼

歯の頬側中央付近にあるという特徴を基にしている．

結果と考察

同定の結果は 22 個体がシントウトガリネズミ，7

個体がアズミトガリネズミ，1個体がトガリネズミ

属の一種であった． 

採集された場所はシントウトガリネズミが三伏

峠，千枚岳，伝付峠，山伏岳，アズミトガリネズミ

が千枚岳，不明種が三伏峠であった．

捕獲道具についてはシントウトガリネズミがシャー

マントラップ，かご罠，墜落缶，パンチュートラップ

により得られた．アズミトガリネズミとトガリネズ属

の一種は墜落缶により得られた．全ての個体は，設置

した捕獲道具を確認した時点で既に死亡していた．

採集地は全て亜高山帯針葉樹林内で，三伏峠では

三伏峠小屋東側の静岡側稜線付近の緩傾斜地から得

られた．千枚岳では千枚小屋周辺の緩傾斜地から得ら

れた．伝付峠では登山道脇の緩傾斜地から得られた．

山伏岳では井川雨畑林道脇の急傾斜地から得られた．

．シントウトガリネズミ

Sorex shinto Thomas, 1905（n=22）

標本番号：No.1 ～ 22

頭胴長は 47.0 ～ 66.6mm，尾長は 39.7 ～ 52.0mm，

後足長は 10.6 ～ 12.7 mm，頭骨最大長は 17.1 ～

19.1mm，体重は 3.3 ～ 7.5 g であった．

上顎単尖歯は今泉（1960），阿部（2000）が示し

ているように，第 3単尖歯と第 4単尖歯の歯冠高が

ほぼ等しかったが，変則的な個体も確認された（図

3）．通常，単尖歯は第 1単尖歯と第 2単尖歯が，ほ

ぼ等高の第 3単尖歯と第 4単尖歯よりも高く，第 5

単尖歯が最も低い傾向を示す（阿部，2000）．しか

し，No.21 と No.22 は第 1 単尖歯，第 2単尖歯，第

3単尖歯が極端に低く，第 3単尖歯の歯冠高は第 4

単尖歯と第 5単尖歯より低かった．このような事例

はこれまで報告されていない．脳頭蓋骨はThomas

（1905）や今泉（1960），阿部（2000）で示されてい

るように真円に近い形状の個体が多くみられた（図
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4）．頤孔は下顎第 1大臼歯の頬側前方よりに位置し

ていた（図 5）．

．アズミトガリネズミ

Sorex hosonoi Imaizumi, 1954（n=7）

標本番号：No.23 ～ 29

頭胴長は 46.9 ～ 65.0mm，尾長は 45.6 ～ 52.0mm，

後足長は 11.0 ～ 12.0mm，頭骨最大長は 16.0 ～

16.6mm，体重は 2.1 ～ 5.4g であった．

上顎単尖歯は Imaizumi（1954），今泉（1960），

阿部（2000）で示されているように，第 4 単尖歯

が同大の第 2と第 3単尖歯の歯冠高よりも低かった

（図 3）．脳頭蓋骨の形状は Imaizumi（1954），今泉

（1960），阿部（2000）が示している通り，楕円形で

あったが，No.27 は多少真円にもみえる形状を呈し

ていた（図 4）．しかし，シントウトガリネズミほ

ど脳頭蓋骨の幅が広くなかった．頤孔は，阿部（2000）

が示す通り，下顎第 1大臼歯の頬側中央付近に位置

図 2 調査をおこなった場所．左：調査地の地図，右：調査地点の環境写真（伝付峠）

表 1 2009 年から 2014 年までに得られたトガリネズミ属Sorex の計測値
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図 3 上顎単尖歯の拡大図（ ：第 3単尖歯，↑：第 4単尖歯）．No.1 ～ 22：シントウトガリネズミ Sorex shinto，
 No.23 ～ 29：アズミトガリネズミ Sorex hosonoi，No.30：トガリネズミ sp. Sorex sp.
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図 4 頭蓋骨上面（ ：頤孔の位置を示す）．No.1 ～ 22：シントウトガリネズミ Sorex shinto，
 No.23 ～ 29：アズミトガリネズミ Sorex hosonoi，No.30：トガリネズミ sp. Sorex sp.
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図 5 下顎大臼歯と頤孔の位置（ ：頤孔の位置）．No.1 ～ 22：シントウトガリネズミ Sorex shinto，
 No.23 ～ 29：アズミトガリネズミ Sorex hosonoi，No.30：トガリネズミ sp. Sorex sp.
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していた（図 5）．

．トガリネズミ属の一種

Sorex sp.（n ＝ 1）

標本番号：No.30

頭胴長は 64.4mm，尾長は 45.8mm，後足長は

11.1mm，頭骨最大長は 17.6mm，体重は 6.0g であっ

た．

単尖歯の歯冠高は，同大の第 2と第 3単尖歯より

も第 4単尖歯の方が低く（図 3），頭蓋骨の形状は

図 4で示すように，真円形に近く頭蓋幅も広かった．

頤孔は下顎第 1 大臼歯の頬側前方に位置していた

（図 5）．そのため，単尖歯はアズミトガリネズミの

特徴を有していたが，その他の形状はシントウトガ

リネズミの特徴を有していた．

まとめ

静岡県南アルプスにおいて 2009 年から 2014 年ま

での期間に得られたトガリネズミ属の標本30個体を，

今泉（1960）と阿部（2000）で記されている同定基準

に従いおこなったところ、29 個体の標本については

明確にシントウトガリネズミとアズミトガリネズミ

を識別することができた．本稿では，そのトガリネ

ズミ属の形態的特徴と採集記録について記載した．

その中で，三伏峠から得られた標本 1個体につい

ては識別することができなかった．この標本は第 4

単尖歯の歯冠高が第 3単尖歯よりも明らかに低く，

Imaizumi（1954）や今泉（1960），Abe（1967），今

泉（1970），子安（1998），阿部（2000），阿部ほか（2005），

Ohdachi et al．（2009）が記すアズミトガリネズミ

の単尖歯の特徴と一致していたが，脳頭蓋骨の形状

や頤孔の位置がシントウトガリネズミの特徴と一致

していた（Thomas，1905；Imaizumi，1954；今泉，

1960；Abe，1967；今泉，1970；子安，1998；阿部，

2000；阿部ほか，2005；Ohdachi et al．，2009）．そ

のため，本稿では不明種として扱った．

千枚岳ではシントウトガリネズミとアズミトガリ

ネズミの 2種が同所的に生息していた．このような

事例は千枚岳以外に，白山地域からも知られている

が（子安・林，1997），2 種が生息する諸条件など

については不明である．

千枚岳以外の調査地からは，アズミトガリネズミ

を得ることができなかったが，三伏峠の捕獲記録に

ついては三宅（2005）が既に報告している．また，

伝付峠や山伏岳では，今回の調査回数が少なかった

ことから，今後も引き続き調査し，アズミトガリネズ

ミの生息の有無を確認していきたいと考えている．
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